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距離減衰式は日本における地震危険度評価によく利用されるため，筆者らはマグニチュード，距離，震源深さ，

サイト特性といった必要最低限の変数を用いて，最大加速度，最大速度，加速度応答スペクトルの距離減衰式の開

発を行っている．しかし，観測データのばらつきやモデル関数内の変数の依存性などによって安定した距離減衰式

を導出するのは難しい．そこで，筆者らは，以下に示すように震源深さが 30km より浅い地震と深い地震に分け，

それぞれ 2つの非常に単純なモデル関数を定義し，距離減衰式を導出した． 

log A = a1 Mw + b1 X &#8211; log(X + d1*10^0.5Mw) + c1 （浅い地震）       (1) 

log A = a2 Mw + b2 X &#8211; log(X) + c2                （深い地震）       (2) 

ここで，A は最大加速度，最大速度，減衰 5%加速度応答スペクトルであり，a1，b1，c1，d1，a2，b2，c2 は回

帰係数である．そして，推定誤差を減少させるために，地震のタイプや震源過程などの効果的な変数はあると思わ

れるが，ここではまず、サイト特性と東北日本の異常震域に関する補正項を導入した． 

サイト特性による補正項は神野・他（2004）で示したように表層 30m の平均 S波速度の関数とした． 

log(obs/pre) = p log(AVS30) + q                                     (3) 

ここで，log(obs/pre)は観測値（obs）と予測値（pre）の偏差，p，qは回帰係数である． 

一方，森川・他（2003）は東北日本における異常震域に対応するための補正項を提案し，予測精度が改善され

ることを報告している．そこで，本研究で提案する距離減衰式のためにプレートの沈み込み帯の HighQ に対応する

補正項を求めた．森川・他（2003）は補正に用いる距離として海溝軸からの距離を用いていたが，本研究では海溝

軸と平行して存在し，より観測点に近い火山フロントまでの距離を採用した．このときのモデル関数を以下に示す． 

log(obs/pre) = α (Xvf &#8211; β) (D - 30)                              (4) 

ここで Xvf は火山フロントからの距離，α，βは回帰係数である． 

補正項導入前後における観測値と予測値の偏差と様々な変数の関係について検討を行った．その一例として，

予測された PGA と偏差，PGV と偏差の関係を図に示す．PGA においては異常震域に関わる補正項，PGV ではサイト

特性による補正項の効果が顕著であった．また我々は振幅の対数を対象としているため，翠川・大竹（2003）によっ

て指摘された偏差の振幅依存性はあまり明確には見られなかった． 
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